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平　成　１６　年　７月

青森市 新田 �遺跡出土の木製品
にった

　青森市教育委員会では、平成１３年度から青森市西部の石江地区で土地区画整理事業並びに東北新幹

線建設事業に係る埋蔵文化財包蔵地の試掘・確認調査を実施し、平成１５年度から

土地区画整理事業に係る石江遺跡群（新田�遺跡・新城平岡�遺跡・高間�遺跡

等）の本発掘調査を行っています。

　調査対象地が青森平野と丘陵部との境界部分であるため、これまで本市では調

査事例のほとんどない沖積地についても調査対象としています。

　沖積地の発掘調査は、丘陵地などの水気の少ない土地に比べ、水分が多く含ま

れることから木器など微生物に分解されやすい製品がそのままの形で残るケース

が多く見受けられます。

　調査の結果、新田�遺跡では沖積地部分から古代から近代にかけての溝跡２９条

などが見つかり、このうち古代の溝跡については１０世紀後半～１１世紀代の土器と

ともに２，０００点を超える多量の木製品が出土しました。

　出土した木製品には 椀 や 曲物 などの容器、下駄や 菰槌 ・編物などの生活用具、
わん まげもの こもづち

 鋤 などの農耕具があります。また他には、律令制度下で祭祀具として使われた
すき

 斎串 、馬形・刀形などの 形代 や、 付札木簡 の形状をした木製品、「忌札見（現カ）知可」と記入され
い ぐ し  かたしろ つけふだもっかん

た木簡（ 物忌札 ）や 桧扇 なども出土しており、 化外 の地と呼ばれた青森の地で、当時内国であった出
ものいみふだ ひおうぎ け が い

羽国や陸奥国などの影響が強い遺跡が見つかることとなりました。ただし、平成１５年度の調査は、集

落の外周部にあたる沖積地上の溝跡中心の調査であ

り、隣接する一段高くなった台地上は未調査であった

ため、それを担った人々がどのような集団でどのよう

な構造の集落で生活していたか不明です。今年度は、

隣接する台地の発掘調査が実施される予定であるた

め、徐々に内容が明らかになっていくものと考えられ

ます。

（青森市教育委員会　木　村　淳　一）

木簡（物忌札）

桧扇出土状況



－　２　－

ネットワーク発掘 ���������������������������������� 第１８号　平成１６年７月

　「 唐花 のみちのくに散る 春砂 哉」。これは三戸町川守田に建つ県指定史跡「 唐馬 の 碑 」に刻まれた句
からばな はるしゃ からうま ひ

で、 春砂 とはペルシャ馬のことである。八代将軍徳川吉宗公から盛岡藩の南部公に下賜されたペルシャ
はるしゃ

馬が９歳で死んだことから、藩の御野馬別当石井新右衛門が寛保３年（１８０３）に、追善の句を添えて

馬頭観世音としてこの碑を建立したものである。吉宗公は馬種改良に関心が深かったとされ、藩が春

砂が放たれた 住谷  野  牧 （三戸町、南部町）をはじめ、直営の牧場９ヶ所（青森県内７ヶ所・岩手県内
す み や  の まき

２ヶ所）を抱えている全国屈指の馬産地を経営する南部氏に授けたものである。藩牧経営の実態につ

いては、馬産の責任者である御野馬別当達が詳細に記録した『御野馬別当御用留』（活字本は青森県

文化財保護協会から刊行）で知ることができる。この中には現在の下北半島尻屋崎の「 寒  立  馬 」の飼
かん だち め

育形態に見られるような、冬期間も含めた通年放牧に至った経緯や、狼の被害が甚大でありその対策

についても記述されている。その後明治１３年には三本木（現十和田市）に陸軍軍馬局出張所が設置さ

れ、同２９年には軍馬補充部三本木支部と改称され、同３１年には陸軍が徴発した三本木管内の馬数は全

国一の８４１４頭に及び国内随一の馬産地となっている。

　このように近代は勿論、藩政時代においても南部地方は全国屈指の馬産地であるが、それでは本県

の馬の生産はどの時代まで　 遡 　ることができるのであろうか。文献史料からは平安時代末期、奥州平
さかのぼ

泉藤原氏の時代までは確実に遡ることができる。『吾妻鏡』には藤原 基  衡 が京都の仏師 運慶 に造仏の
もと ひら うん[けい

謝礼として 糠  部 （青森県東部地方）駿馬５０匹を贈ったことや、源頼朝が「 戸  立 」（三戸など戸のつく
ぬか のぶ へ だち

地域で育った馬）に興味を持ったことなどが書かれている。さらに、源平の戦いで活躍した武将が乗っ

た名馬の多くは、この「戸立」であると言われている。『源平盛衰記』（南北朝期の成立と考えられて

いる）には熊谷 直  実 の名馬「 西  楼 」は「三戸立」、「 生  　 」は「七戸立」、また、宇治川の合戦で有名
なお ざね せい ろう いけ づき

な梶原 景  季 と佐々木 高  綱 の先陣争いの際に二人が乗った馬は「三戸立」「七戸立」とみられている。
かげ すえ たか つな

文献史料での具体的な地名から明らかになっているのはここまでである。

　それ以前の８～１２世紀は律令国家、王朝国家の時代であるが、この時期には本県地域を含む東北北

部は国家の直接的な支配が及ばず「 化外 の地」「 蝦夷 の地」として扱われてきた。隣接する国家支配
け が い  え み し

地の陸奥国（盛岡市以南から福島県まで）、出羽国（秋田市以南の秋田県・山形県）とどのような関

係があったのか不明な点が多いが、『類聚三代格』によれば延暦６年（７８７）や弘仁６年（８１５）など

度々太政官符による 狄  馬 （蝦夷や俘囚圏の馬）の禁輸令が出されている。これは、貴族や富豪が私的
てき ば

に狄馬を頻繁に買い求めたため、軍馬にも事欠くことから強壮で軍用に充てることのできる馬は国外

（陸奥国外）に出してはならないとの国家の命令である。この対象となった馬が本県産の馬である確

証はないがその可能性は極めて高いものと考えられている。

　馬は実際の戦さにあたっては歩兵の何人分にも相当し、勝敗に大きな影響を与えるだけでなく、役

人達の交通手段としても、また、農耕や貨物の運搬にも貴重な存在である。特に北の寒い地方で育っ

た良馬を何頭も所有することは貴族や富豪のステータスシンボルでもある。『延喜式』には、駅馬の

値段は陸奥国産の上馬、中馬で、同じく良馬の産地とされる出羽・信濃・常陸・下野の各国で産する

馬よりも約２割も高かったことが記述されている。したがって、当時は農業と共に馬産は「蝦夷の地」

の人々にとって最も重要な産業であったことがうかがえる。

　馬はどの時代に日本に持ち込まれ、青森県ではいつから馬産が行われるようになったのか見てみよ

古代「 蝦夷 」の馬　－青森県の馬産の歴史－
え み し
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う。全国的な遺跡の発掘調査からは馬の遺骸が確認された最も古いものは宮崎県六野原地下式横穴墓

群からのもので５世紀中頃であり、これ以後古墳時代には九州のみならず、大阪、長野、千葉、群馬

等各地の古墳から出土している。『日本書紀』応神紀には 百済 王（朝鮮半島）から２頭の馬が馬産の
く だ ら

技術者とともに贈られ、その後、『日本書紀』継体紀には逆に百済に 築  紫  国 の馬４０頭を送ったとの記
つく しの くに

事がある。いずれも５世紀頃の話である。考古学上の知見とも大きな矛盾がないことから、この頃に

朝鮮半島からもたらされたものと一般的には考えられている。

　青森県では７世紀（飛鳥時代）から１１世紀（平安時代後期）までは、青森市三内遺跡・百石町根岸

�遺跡など１０遺跡から馬の遺骸が、また、出土馬具の多くは轡であるが身分の高い者が使用する 壷 
つぼ

　 鐙 　が出土した七戸町貝ノ口遺跡や、金銅製の　 杏 　 葉 （馬の尻飾り具）が出土した八戸市根城古墳など
あぶみ ぎょう よう

約２０遺跡がある。この数は当時陸奥国や出羽国であった東北地方の各県と比較して圧倒的に多い。考

古学の場合は遺跡の環境や偶然性にも左右されるが、少なくともこのことは陸奥国や出羽国の内国以

上に馬との関わりが深かったことを示

すものと言えよう。特に尾上町李平下

安原遺跡の場合は４～５頭分で、しか

も子馬が多く、明らかに馬産を行って

いたことが理解できる。さらに、田舎

館村前川遺跡の場合は遺骸が 擦文 土器
さつもん

と一緒に出土し、また浪岡町野尻�遺

跡では、図にみられるように擦文土器

に、馬と馬の水飲場が描かれている擦

文土器が出土していることから、擦文

文化人（当時の北海道に住んだ人々）

も積極的に馬産に関わっていたことが

推測される。なお、前川遺跡の馬は成馬であるにもかかわらず現在の日本在来の小型馬であるトカラ

馬（沖縄県）よりも更に小さいことが知られている。ちなみに日本在来馬の分類は小型馬（トカラ馬、

体高１０８～１２２�、体重１８５�前後）、中型馬（御崎馬・木曽馬、体高１２７～１３７�、体重２８０�前後）とさ

れていることから、前川遺跡の場合はいかに小さい馬か想像できる（春砂は大型馬で体高１４９�）。

　八戸市 丹後  平 古墳群（７世紀後半～８世紀初頭）では首長層の墓のそばに 土坑 （墓）に埋葬された
た ん ご  たい ど こ う

馬が１頭発見されている。県内最古であると同時に、中世に一般的にみられる中型馬よりも大きい馬

であることが指摘されている。この馬は冒頭述べた将軍吉宗公の春砂と同じく、馬種改良に用いられ

たとも想像できる。この丹後平古墳群の担い手達の集落は隣接する田面木平�遺跡である。集落と古

墳から出土する遺物の中には朝鮮半島で造られたとみられる 獅噛式三  累環頭 大刀の 把 　 頭 や　蕨   　 手 刀、
しがみしきさん るいかんとう つか がしら わらび て

 　  帯 金具（冠位のある者の帯飾）、玉類など多くの 威信  財 （宝物）が出土している。また、遺跡の立
か たい い し ん  ざい

地する状態からは農業の中でも特に生産力の高い水田稲作に依存しているとは考えられない。威信財

の多さや、立地条件からは組織的な馬産経営主体の集団、それも大陸と何らかの関わりを持った集団

の可能性も考えられる。この頃（７世紀後半）から、本県でも本格的（組織的）な馬産が始まり、古

代・中世のみならず現代まで、津軽・南部を問わず全国屈指の馬産地として高く評価されてきた。

（県埋文センター　三浦　圭介）

馬と水飲場が描かれている擦文土器（表と裏、１０世紀）
（青森県浪岡町野尻�遺跡出土）



－　４　－

ネットワーク発掘 ���������������������������������� 第１８号　平成１６年７月

平成１６年度　青森県内遺跡発掘調査予定一覧

　平成１６年度の青森県内における発掘調査は、３３市町村で延べ９０件が予定されています。これは、昨

年度より１７件少ないものとなっています。この一覧は県教育庁文化財保護課のデータを基に作成しま

した。

青森市

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

木村淳一 ･蝦名　純東北新幹線建設５/２４～１１/５６,０００�青森市教委石江字高間外石江遺跡群

木村淳一 ･相馬俊也
松橋智佳子石江土地区画整理５/２４～１１/１２３０,０００�〃石江字高間外石江遺跡群

設楽政健八甲田霊園第２期造成６/２１～１０/３１１２,０００�〃大別内字西田葛野�遺跡

児玉大成市内遺跡発掘調査（補助事業 ･内容確
認）７/１～７/１５１０�〃野沢字小牧野小牧野遺跡

設楽政健市内遺跡発掘調査（補助事業･アパート
兼住宅建設）第１四半期未定〃三内字丸山三内丸山�遺跡

設楽政健市内遺跡発掘調査（補助事業 ･鉄塔建
設）第１四半期未定〃三内字丸山三内地区

小野貴之 ･設楽政健宅地造成分譲第１四半期２,５００�〃戸山字赤坂赤坂遺跡

小野貴之東北新幹線建設年度中２３,０００�〃新町野字菅谷新町野遺跡

小野貴之東北新幹線建設年度中３,５００�〃合子沢字松森合子沢松森�遺跡

鈴木和子県道青森 ･五所川原線道路改良５/１７～５/２８３００�県文化財保護課岡町字宮本岡町�遺跡

川口　潤 ･中村美杉
齋藤　岳・秦　光次郎
佐々木雅裕・大平哲世
田中珠美

学術調査５/２５～９/３０２,５００�〃三内字丸山三内丸山遺跡

小笠原雅行 ･小山内将
淳・伊藤由美子 ･杉野
森淳子・水谷真由美

東北新幹線建設４/２２～１０/２２１６,０００�県埋文センター三内字沢部三内沢部�遺跡

中嶋友文 ･岩田安之東北新幹線建設９/１～１０/２２２,０００�〃三内字沢部三内沢部�遺跡

畠山　昇東北新幹線建設９/１～１０/２２４,０００�〃三内三内遺跡隣接地

大湯卓二 ･笹森一朗県新総合運動公園建設５/６～１０/２２６,０００�〃宮田字米山米山�遺跡

弘前市

調査担当者調　査　原　因調査期間調査担当機関所　在　地遺　跡　名

岩井浩介史跡堀越城跡保存修理５/２４～平成２７年３７,０００�弘前市教委堀越字柏田８－１
外堀越城跡

岡本康嗣市道独狐蒔苗線整備５/２４～１７年
１１/３０３,８００�〃独狐独狐遺跡

岩井浩介寺院全面改築５月１８�〃西茂森２丁目史跡弘前城跡長勝
寺構

成田正彦 ･佐藤一憲市道鬼沢菖蒲沢１号線整備８/１６～８/３１１５６�〃鬼沢字猿沢鬼沢猿沢�遺跡

成田正彦 ･佐藤一憲社会福祉施設整備４/１９～４/３０２００�〃若葉２丁目若葉遺跡

岡本康嗣農地造成５/２４～６/１１２０６�〃独狐字独狐森独狐遺跡

成田正彦 ･佐藤一憲農地造成５/１１～６/３０１,０００�〃十腰内字猿沢猿沢�遺跡

成田正彦 ･佐藤一憲農道整備７/１２～８/６２３０�〃中別所字平山平山�・�遺跡

成田正彦 ･佐藤一憲農道整備１０/１２～１０/２７１００�〃楢木字牧野牧野�遺跡

成田正彦 ･佐藤一憲寺院改築９/１３～９/３０５０�〃西茂森１丁目史跡弘前城跡長勝
寺構

八戸市

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

杉山陽亮農業用倉庫新築４/１２～４/１６１７６�八戸市教委櫛引字外川３１－６法領屋敷遺跡

小久保拓也個人住宅新築４/１４～４/２０３２９�〃市川町字稲荷岱３１
－４外稲荷�遺跡

杉山陽亮集合住宅新築４/１４～５/１４６５８�〃根城字西ノ沢６４－
１外法霊林遺跡

渡　則子長芋作付４/１９～５/３０１,６８０�〃妙字古戸１-１外市子林遺跡
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小保内裕之・渡　則子
杉山陽亮 ･船場昌子田向土地区画整理５/１１～１０/３０１７,０００�八戸市教委田向字冷水 ･松ヶ

崎
田向遺跡 ･田向冷
水遺跡

村木　淳 ･小久保拓也縄文の里整備事業に伴う遺跡の範囲 ･
内容等確認５/１１～８/１１１,６５５�〃是川字中居是川中居遺跡

村木　淳 ･小久保拓也個人土取り ･植林８/２５～１０/８１,０００�〃尻内町字熊ノ沢３４
－１６４外林ノ前遺跡

村木　淳 ･小久保拓也市史編纂に伴う範囲 ･内容確認１０/１２～１０/２０８０�〃櫛引字館神櫛引遺跡

中村哲也 ･斉藤慶吏八戸南環状道路建設４/２０～１０/２０８,０００�県埋文センター是川字新田 ･潟野新田 ･潟野遺跡

茅野嘉雄 ･岡本　洋八戸南環状道路建設４/２０～１０/２０８,０００�〃是川字潟野潟野遺跡

五所川原市

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地　遺　跡　名

藤原弘明学術５/１０～５/３１１００�五所川原市教委高野字広野９６－ 1
外

広野遺跡（KY１号
窯）

三沢市

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

長尾正義（仮）三沢市民ファミリースポーツ広場
整備４/１９～８/６１８０,０００�三沢市教委平畑平畑� ･�遺跡

長尾正義米軍三沢基地内施設整備計画９/１～１１/３０６１,４００�〃米軍基地内下夕沢遺跡外６遺
跡

むつ市

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地　遺　跡　名

柳谷孝志学術６/２１～８/２０１４６�むつ市教委小川町２丁目５７田名部館

蟹田町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

駒田　透主要地方道鰺ヶ沢蟹田線（大平工区）
道路改良４月～８００�蟹田町教委大平字山元大平山元Ⅱ遺跡

駒田　 透学術４月～１００�〃大平字山元大平山元Ⅰ遺跡

平舘村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

工藤　忍南間沢通常砂防工事６/２８～８/６３００�県文化財保護課今津字間沢間沢遺跡

鰺ヶ沢町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

中田書矢主要地方道弘前鰺ヶ沢線道路改良５月１００�鯵ヶ沢町教委建石町字島田大曲�遺跡

中田書矢町道舞戸南浮田線道路改良６月１,５００�〃舞戸町字北禿上野高地遺跡

中田書矢県営清水崎地区ふるさと農道緊急整備７月～８月未定〃舞戸町字東禿東禿�遺跡

中田書矢学術９月～１０月５００�〃種里町字大柳種里城跡

深浦町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

伊東　信畑地段差解消５/１０～５/１４２００�深浦町教委深浦字岡崎日和見山遺跡

伊東　信町道拡幅未定未定〃驫木字津山津山遺跡

森田村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

佐野忠史学術６/１～８/３１３００�森田村教委床舞字石神 ･藤山石神遺跡

車力村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

高橋　潤個人土取り６/１～６,０００�車力村教委牛潟字鷲野沢８１牛潟�遺跡

西目屋村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

成田滋彦 ･平山明寿津軽ダム建設５/６～７/２２３,０００�県埋文センター砂子瀬字水上水上遺跡
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尾上町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

樋口徹典町内遺跡発掘調査５/１～９/３０３０,０００�尾上町教委猿賀字浅井浅井�遺跡

浪岡町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

木村浩一 ･竹ヶ原亜希県営本郷地区ふるさと農道緊急整備５/１７～７/３０２,５００�浪岡町教委本郷字篠原 ･吉内
字山下

篠原遺跡 ･吉内遺
跡

木村浩一 ･竹ヶ原亜希史跡高屋敷館遺跡環境整備８/２～１０/２９３００�〃高屋敷字野尻史跡　高屋敷館遺
跡

平賀町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

滝本　学学術５/１２～８/１１４００�平賀町教委新屋字遠手沢太師森遺跡

滝本　学町道２１号線改良未定２４０�〃尾崎字木戸口観音遺跡

田舎館村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

武田嘉彦遺跡整備６/１～１１/３０２,２００�田舎館村教委垂柳字松立史跡　垂柳遺跡

野辺地町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

工藤　大 ･小田川哲彦
小林雅人有戸北バイパス建設６/１～８/１２２,０００�県埋文センター字向田向田遺跡

七戸町　

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

佐藤智生 ･工藤　司
小山内将淳七戸バイパス建設４/２１～１０/２１１０,３７０�県埋文センター字寒水 ･字大沢寒水 ･大沢遺跡

永嶋　豊 ･神　昌樹七戸バイパス建設４/２１～１０/２１９,７００�〃字倉越 ･字大池倉越� ･ 大池館遺
跡

百石町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

安藤　靖個人住宅新築未定９１４�百石町教委字下谷地４３－１１根岸遺跡

六戸町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

工藤　大 ･小林雅人東北新幹線建設４/２２ ～５/３１３,５００�県埋文センター犬落瀬字通目木外通目木遺跡外

上北町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

能代谷征則東北新幹線建設７/２６～８/３１２,０００�県文化財保護課大浦字大坊頭外大坊頭遺跡外

小林雅人東北新幹線建設９/１～１０/２２２,０００�県埋文センター新舘字赤平赤平� ･�遺跡

葛城和穂 ･山田雄正東北新幹線建設４/２２～１０/２１８,０００�〃新舘字赤平赤平�遺跡

成田滋彦 ･平山明寿高清水幹線用水路建設整備８/２～１０/２２２,４００�〃大浦字東道ノ上東道ノ上�遺跡

東北町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

古屋敷則雄町内遺跡発掘調査９/１～９/３０１,０００�東北町教委字鳥口平鳥口平�遺跡

下田町　

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

小谷地　肇学術７/１３～８/２７３００�下田町教委字阿光坊１０５－１２
外天神山遺跡

小谷地　肇学術７/１３～８/２７１,０００�〃字阿光坊１０５－４５
外阿光坊遺跡

小谷地　肇宅地分譲４/２０～４/３０２２４�〃字染屋８３－２外中野平遺跡

小谷地　肇貸倉庫建築４/２０～４/２１１,０００�〃字染屋８６－３外中野平遺跡

小谷地　肇貸家建築４/２０～５/１９８７３�〃字中平下長根山１
－２６０中野平遺跡
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小谷地　肇道路改修５/２５～６/３０１,２８０�下田町教委字中平下長根山１
－１１１３中野平遺跡

小谷地　肇分譲９/７～９/１７８００�〃字神明前１４３－１９
外ふくべ�遺跡

天間林村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

上野　司十和田幹線新設５月９００�天間林村教委天間舘字倉越４４－
４底田�遺跡

上野　司村道改良５月６０�〃榎林字貝塚家ノ前二ッ森貝塚

上野　司学術６月２５０�〃榎林字貝塚家ノ前二ッ森貝塚

川内町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

宮川淳一学術未定５０�川内町教委蛎崎字合野蛎崎城跡（錦城）

東通村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

小山卓臣学術未定５００�東通村教委岩屋字加賀戸沢３２
－２外岩屋近世貝塚

佐井村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

未定佐井村特別養護老人ホーム建設未定１２,０００�佐井村教委字原田原田遺跡

未定村道糠森中央線道路整備未定４９５�〃字糠森糠森遺跡

未定佐井村特定環境保全公共下水道整備未定６９３�〃字糠森糠森遺跡

三戸町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

野田尚志学術６/１～３/３１５００�三戸町教委梅内字城ノ下三戸城跡

階上町

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

森　　淳県単林道寺下土折線改良４/１５～６/４１２５�階上町教委赤保内字寺下寺下遺跡

森　　淳総合運動公園整備６/１４～１１/５４,０００�〃道仏字笹畑笹畑遺跡

福地村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

野村信生 ･齋藤　正農村振興総合整備４/２１～１０/２０３,７００�県埋文センター法師岡字田向 ･福
田字西久根

法師岡館 ･西久根
遺跡

南郷村

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

馬場鉄男村道島守根子久保線道路改良５/２４～８/２３１１,１７９�南郷村教委島守字下荒谷荒谷遺跡

坂本真弓 ･長濱久美子県道八戸大野線道路改良５/６～１０/２０７,４００�県埋文センター島守字番屋田代遺跡

倉石村（平成１６年７月１日五戸町と合併）

調査担当者調　査　原　因調査期間調査面積調査担当機関所　在　地遺　跡　名

村本恵一郎学術９/１～１１/１２４００�倉石村教委中市字前新田中市館跡

中嶋友文 ･岩田安之中山間地域総合整備４/２０～８/３１２,０００�県埋文センター又重字西張平西張平遺跡

（県埋文センター調査第二グループ作成）
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＜お　知　ら　せ　コ　ー　ナ　ー＞

【夏休みに考古学者になろう】

　当センター主催の親子体験学習、｢夏休み考古学者になろう ｣が今年度も開催されます ｡小学５年

生以上中学生までの親子を対象に夏休み中に行われるもので、過去２回の参加者からは大変好評を得

ています ｡

期　日：平成１６年７月２８日（水）･２９日（木）の２日間

場所及び体験プログラム

　○第１日目（７月２８日）

　　　上北郡七戸町倉越�遺跡での発掘調査体験

　○第２日目（７月２９日）　

　　　青森県埋蔵文化財調査センターにおいて出土

　　遺物の整理体験（土器の水洗い ､接合 ､拓本）

問合せ先：青森県埋蔵文化財調査センター調査第二Ｇ

《あとがき》

　例年よりかなり早い桜の開花、そしてりん

ごの花も咲きました。そして季節はもう夏。

暑さの中での発掘調査が急ピッチで進められ

ています。

　○��������	
��

　○��������	
���


　○����������	


（平成１６年度県埋文センター標語募集入選作

品から）

　健康と安全を心からお祈りします。

【青森県埋蔵文化財発掘調査報告会】

今年度の発掘調査報告会は、下記の日程・内容

を予定しています。　

場　所：青森県総合社会教育センター

　　　　　　（青森市荒川字藤戸）

期　日：平成１６年１２月１１日（土）・１２日（日）

内　容：ミニシンポジウム

　　　　調査成果のスライド発表

　　　　出土遺物 ･パネルの展示

問合せ先：青森県埋蔵文化財調査センター調査第二Ｇ

　【埋文センター　ホームページ】

http://www.pref.aomori.jp/maibun/

　今年度、ホームページの一部をリニュー

アルしました。沿革・教育普及活動・研

究紀要・発掘調査予定など、これからも

様々な情報を随時更新していく予定で

す。

　ご質問、お問合せの際は下記枠内のアド

レスにご連絡下さい。

ネットワーク発掘　第１８号

　平成１６年７月

発行　青森県埋蔵文化財調査センター
　　　　（編集協力　青森県公立発掘調査機関連絡協議会）

　　　〒０３８－００４２　青森市新城字天田内１５２－１５

　　　ＴＥＬ.０１７－７８８－５７０１　ＦＡＸ.０１７－７８８－５７０２

　　　Ｅ－メール　��������	
��
������������������

　　　ホームページ　�������������������������������	�

印刷　長尾印刷株式会社　ＴＥＬ.０１７－７２６－７１２１

昨年度のようすから


